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静岡地学第79号 (1999)
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4@l総会は本年3月初日位、静岡県教育会館(静岡市追手町)

を了本したのち、めざす博物館像をより明確にするため、

る一部改正(案)、本年度活動方針(案ト予算(案)、ミー
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静岡地学第79号 (1999)

参考資料2

県立自然史博物館構想 ~第3次案~
自然博推進協より県知事あ (1999年4月初日)

i 提案の趣旨

本県内には公立@私立をあわせると150館以上の多様な博物館がありますが、自然史博物館は東海大

然史博物館のみという憂慮すべき状況にあります。私たちはこのような著しく均衡を欠く本県内

の文化的状況を打破し、世界的にみても極めて特殊な位置を占める本県の「多様で豊かな自

と現状Jを国の内外に情報発信するとともに、様々な試練に見舞われながらも多様な生命を育み続け

てきた地球および地域の環境が今後も

ピールできるような自

る

ることは充分承知し

成9

ア

を具体化しにくい環境であ
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向
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ることにより、地域の
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ど).. 

日

!日 活動の内容

セス

メント リン

行政のシンクタンクに し
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4 館内外の施設(多目的ホール、

して、

計画的に推進する O

ど)や周辺の自 を利用

5 を進める各種研究会 e ボランティアなどの活動 し、相

るO

IV 

本県の中@西部はユーラシア

トの境界域に位置し、まさ

て生れた多様な地形@

げ、現在見られる

@西のフ臼ンアイ

レートの東縁、

「ふじの国 しずおかj

はブィリピ レートおよび北米プレー

アロンティアに当たる活発な地殻変動帯である O その結果とし

@水環境のなかで、多彩な動植物が分布し、適応@進化をと

を形成するとともに、これらの動植物と共生しつつ県土を開拓@利用し

てきた先人たちのたゆまぬ努力によって、様々

ブ口ンティア精神によって、

した理由である O

V 構成@機能 e

自

されてきた。これらの先人たちの

はかられてきたことも本ナーマ

@研究@ タベース化@ つ タン

と有地域特性を考躍し

し、これらの関を情報ネット

ら全県からの交通アクセスに恵まれた中部地域(日

A 資料@情報センタ…の機能@

ンター(地域揺)

に努める

ましい。

1 

中心とする自

e海底地形@ 地殻変動@ @火山@

地衣類、 コ シダ植物、裸子植物、被子植物、

fI¥思虫類、 晴乳類、 など) @研究@

境行政へ

約20名

2 (情報

@研究活動で得られた自 インタ ネット じ

@加工@ (ホ ム@ページ

など)機能。

技術職十 約10名

3 @交流機能 @交流部)

沼海河

よび

展示物の作成

博物館友の会@

との連携など

@研究活動、情報収集@処理活動の成果を踏まえ

託ト管理@改善、各種解説の作成 e改善、学習@交流活動の企画@広報 e

ボランティア爪コ~r-f>.ア組河内四件爪ば札一い崎 円以品官 ルコ同品コ~，"'a:
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静岡地学第79号 (1999)

教青職十技術職約10名(非常勤職員を含む)

4 (総務部)

庶務@ 保守@管理、関係機関@毘体等と ど。

行政職十技術職約10名(非常勤職員を含む)

* @日自然資源研究機関(水試@林試 e

衛生科研など). 間で、本人の意志 した適材適所を原則とする効率的な

を行う O

B 地域活動@交流センターの機能@職員配置

富士火山周辺@伊立半島@大井川流域@小笠山周辺@浜名湖周辺の県有地(また

地入あるいは県有機関(施設)敷地内に段階的に設置し、市町村等が独自に整縮したものを協議の上、

ることも検討する O

地域活動@交流センターでは、

もに て才

るととも

施するO また、白

地域活動@ ンターの立地条件@地域特性は

特化されるが、

め 1 センター当たり 6~10名

名) とし、他センターまたは他機関(施設)と

1 ，富士火山jセンター(，こどもの国j敷地内など)

史(地形@

る。
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と

るO
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大井JI
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と
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i崎周辺の自

(土地利用@

(地形@地質@生い立ち、

と生物相の変化など)

ど) と人々の り

活動などを

5 1小笠山@

るO

センター (1小笠山総合運動公爵jまたは桶ヶ谷沼などの県自

@研究、 小笠山~磐田

ど)と人々の関わり

(土地利用@ と生物相の変化
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畔河 11流域など、 より用地提供または

ったもの。

VI ンタ

ま @研究@

タベース化の進捗、

(5000-----8000 

まえ、

O し、

るO
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など。

2 

立体映像ホー

洗ル e毎回的ホーノレ、インストラクタ

面@トイレ@防災センターなど。

* 腕しい財政状況ではあるが、人と自然に優しし

e ボランティ

バリア@フリーのア マッチし @耐火@
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静岡地学 79号 (1999)

源@省エネ型の施設とする O

本 震外施設(自 ンタ ど)との有機

るO

* 立体映像ホールでは、 自然と生物(ヒトを合む)との関わりを紹介するとともに、生命

「地球J
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5 

研究のために長期滞在する

i率教舗とともに野外観察や野外実習のため

のため

る

なり高い。 30~50名程度の宿泊が可能な簡易宿泊施設(研究者@

~6 4 5~8 

るO

立地条件により白

保する O

キッチン付き パス@ト千レ@

のビジターが多いと される は、

6 その他の施設

る場合、小@

の利用頻度はか

3~6 室、 2 人室 3

などを含む)を

ペース

どの制約があるが、本県の地域特性 ると、県内防災関連観測網の一環として、

1 
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? 

自動気象観測施設 (AMEDAS)、

防災研究 e防災対策 e

VIII 
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* 1~4 までをとり

ごぷ齢制淵rl仕仇位十糾明し、

ましい。
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